
 1 

 

 

 

 

平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

※ あてはまる□を☑または■で選択してください。 

 

 １．学校概要  

 

学校名  豊橋市立玉川小学校   

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４４１－１１１５ 

      豊橋市石巻本町字野添１０番地 

  E-mail tamagawa-e@toyohashi.ed.jp 

  Website http://www.tamagawa-e.toyohashi.ed.jp 

  児童生徒数  男子 １４７名   女子 １２９名  合計２７６名 

        児童・生徒の年齢６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容 

   本校では，毎年５年生が中心となり農園に植えられた柿の木の栽培をし

ている。１年間を通し，世話や観察を行う。また，柿にちなんだ内容で調

べ学習をし，その成果を下学年に発表をする。 

   収穫した柿は，校内で販売をする。安心・安全な柿を収穫するため，環

境への配慮は欠かせない。 

 

 ア ２月 柿の引継会 

   ４年生は，旧５年生から柿栽培についての引継を受ける。手始めに柿

の木の幹に付着する苔を取ったり，不用の枝の剪定を行ったりした。こ

の活動を通し，１年間の活動への見通しをもつと同時に，環境への配慮

の必要性を少しずつ感じ取っていった。 

 イ ４月 育てる柿の木との出会い 

   農園に植えられた柿の木は２０本。それぞれを子どもたちが分担し，

自分の木として世話をする。この出会いにより，子どもたちは柿の木に

愛着をもち始めていった。 

 ウ ５月 摘蕾 

   栄養豊富でおいしい柿に育てるた

め，摘蕾を行い開花する花の数を減

らしていく。ＪＡの職員や保護者の

協力のもと，子どもたちは慎重に作

業を進めていった。 

 エ ７月 摘果 

   栄養豊富でおいしい柿に育てるた 

め，摘果を行い，さらに身の数を制 

限していく。この時期には柿も色づき始め，収穫時の期待が高まってい

く。間近に迫った収穫に向け，さらなる努力を決意していった。 

 オ ９月 お絵かきプロジェクト 

   柿に紙袋をかぶせ，収穫の時期を遅

らせる。そして収穫した柿を石巻市の

復興支援の物資として提供した。平成

２６年度より実施している活動であ

る。柿を通し，子どもたちの視野は遠

方へと広がりをもち始めた。 

 カ １０月 柿の販売 

   柿の実を収穫し，それを校内で販売する。自分たちが世話をし，収穫

した柿の実だからこそ，自信をもって販売をしていた。中には，五角形

をした「合格柿」も混ざっていたりする。 

 

これらの活動を終え，下学年への引継の準備を行っていく。玉川の柿栽

培は，こうして脈々と受け継がれていく。 

        

 

【摘蕾の様子】 

【袋掛けの様子】 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


